
「おおぶレインボープラン～総合的な長期欠席者支援によるＷell-beingの向上～」
令和６年度 新規・拡充事業

①学校内における居場所の充実

②学校外における居場所の充実

③ＩＣＴを活用した
相談支援・居場所の充実

④相談支援体制の充実

⑤地域における活動との連携

⑥切れ目のない支援に向けた
関係機関との連携・情報交換・研究

⑦長期欠席への理解の促進

校内教育支援室の校内フリースクール化
に関する調査・研究（令和６年度以降）

第二教育支援センターの整備（令和６年度設計）
民間フリースクール等の授業料の半額補助

（１月あたり上限２万円）

メタバースでの教育・相談支援（令和５年１２月～）

スクールソーシャルワーカーによる
支援体制の拡充

（スーパーバイザーによる指導・助言）

事業提示型協働事業を活用した市民活動団体
『～教育の機会をつなぐ～三つ葉』との連携

（令和５年１１月～
月１回の児童生徒向け講座
と保護者向け座談会を開催）

未就学段階から中学校卒業後までの情報
連携（地域活動支援センターへの接続）

地域や保護者、教員等を対象とした
講演会の開催

（令和６年８月開催予定
講師：漫画家

棚園正一氏）

●校内教育支援室の設置・支援員の配置
（各中学校に１人ずつ）

●養護教諭と養護教諭補助員の配置による
保健室の２人体制（小学校）

●レインボーハウスでの
学校復帰・社会参加支援

●タブレットを活用
したオンライン
での授業参加

●心の教室相談員による相談支援
（各中学校に１人ずつ）

●スクールカウンセラーによる相談支援
（レインボーハウス）

●スクールソーシャルワーカー２人
による相談支援

●長期欠席者教育支援会議の開催
●長期欠席者事例研究会による
教員等の自主的な研究活動

新規・拡充事業
●既存事業
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